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『楽 しいお天 気講座』の 最近 の活動 と人 工 雷結晶再現性の 向上

寺野健治 ・野上明子 ・陰 山美加子 ・難波良彰 ・歯

箭川 昭生 ・藤井　健 （日本気象予報士会 関西支部）

1，　 は じめに

　 日本気象予報士会関西支部は ， 2000 年 9 月か ら小

学生を中心とした子 どもたちへ の気象知識の普及を 目

的 として 「楽しい お天気講座」 を開始した。以来 10

年余 りの 年月が経過 したが，受講した子どもは 2011

年 3月末現在延べ 14，769名に達 して い る。2005年度

秋季大会では ，
こ の 活動に対 して奨励賞を受賞した 。

こ の講座につ い ては，諌山 ・富田 （2003），諌山 ・寺

野 （2005），藤井ほ か （2006）で紹介して い るが，今

回は最近の 運営事清と実験手法の改善成果を紹介する。

2，　 授業内容

「楽しい お天気講座」 は ， 主に小学佼での 出前授業と

して の 開催 と，公共施設で の 休日イベ ン トとして の 開

催の 二通 りがあり，次の 4 種類を実施 して い る 。
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天気予報を学ぼう

台風を学ぼう

雲の で き方 ・雨の 降り方を学ぼう

雪を学ぼう

　小学校 の 履修 日程に合わせた要請や現象の 季節性

（秋 ：台風，冬 ；雪など）に応 じて，適宜テ
ー

マ を選

定 して い る。講義の みならず，計測器作動の 実演や，

種々 の 実験 ， 天気予報の 体験発表などを織 り込み ， 体

験型学習で印象と記 慮の 強化を図 っ て い る。

3．　 活動状況

　年度別出前授業学校数 とイベ ン ト開催会場数を第 1

図に示す。
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　　 第 1図　実施学校数とイベ ン ト開催会場数

　これに よると，前回報告の 2006 年以降， 実施学校

数は，増加の傾向にあっ た。とくに，2009 年度は 33

校 （82クラス ）と著し く増加 した。こ の うちの 16 校

（42 クラス）は，神戸市総合教育セ ンターか らの依頼

によ り理科支援員等配置事業として実施 したもの で あ

っ た。2010年度は，この事業が廃止 され残念なが ら

12 校に激減 した。2011 年度で は助成金を 3 財団より

受けるこ とで 9〜 10月に 10 数校で実施する予定であ

る。

4．　 人工 雪結晶再現性の 向上

　当講座では，楽しく

学習ができるよ うに ，

い くつ かの 実験を組み

入れて い る。その
一

っ

と して
， 平松式ペ ッ ト

ボ トル 人 工 雪発生装置

を参考に、オ リジナル

の実験装置を開発 した 。

　 ドライア イ ス で冷却

する方法 と して
， 発泡

どん ぶ り等を用い る こ

とによ り，
上 部の 水滴

か ら発生 した水蒸気を

下部で局所的に冷却す

るこ と に よ り　　　　　　 （第 2 図参照），人工雪結晶生成の 再現

性を大きく向上 させ る こ とがで きた 。

5， 今後の課題

　2009年度までは総じて要請件数・実施件数ともに増

加 して い た こ とか ら， 現在も潜在的なニ
ーズは高い と

推察し て い る。 文科省 の 教育指導要綱の 方針転換に伴

い，学校の予算確保や授業時間の 調整が難しくな っ た

と想像して い る。安定した活動財源 の 確保 と，口程調

整の 自由度拡大の 工夫に取 り組みたい。
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